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	製品名: FRS2-α（リン酸化Tyr196）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:FGR受容体およびNGF受容体を下流シグナル伝達経路にリンクするアダプタータンパク質。MAPキナーゼの活性化に関与する。NTRK1上の共通結合部位を競合することにより、SHC1を介したシグナル伝達を調節する。,PTM:NGF刺激によりチロシン残基がリン酸化される。,PTM:チロシンがリン酸化され、GRB2と複合体を形成するとユビキチン化される。リン酸化されていない形態はユビキチン化されない。,配列注意:stopと翻訳される。,類似性:1つのIRS型PTBドメインを含む。,細胞内局在:細胞質、膜結合型。,サブユニット:FRS2、GRB2、およびSOS1を含む複合体の一部。GRB2およびCBLを含む複合体の一部。RETに結合（類似性による）。FGFR1、SUC1、NTRK1、NTRK2、NTRK3、およびSRCに結合。チロシンリン酸化タンパク質は、GRB2 および PTPN11 の SH2 ドメインに結合します。,組織特異性:心臓、脳、脾臓、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、精巣で高発現します。,
	研究分野
	神経栄養因子;
	画像データ
	

	LPS処理または未処理のHela細胞を、一次抗体を1:1000希釈でウェスタンブロット分析した。二次抗体は1:10000希釈で行った。

